
 

 

 

 

 

リコール届出一覧表 

 

 リコール届出日：令和 7年11月25日 

リコール届出番号 外-4106 リコール開始日  令 和 7 年 1 1 月 2 5 日   

届出者の氏名又は名称 BYD JAPAN株式会社 

代表取締役社長 劉 学亮 
 

不具合の部位（部品名） 制動装置（駐車ブレーキ解除用工具） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性

能の状況及びその原因 

駐車ブレーキ解除用工具において、搭載指示が不適切なため、当該工具が搭載

されていない。そのため、故障等により駐車ブレーキが作動したままの状態と

なった際、解除することができず、保安基準に適合しない。 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、駐車ブレーキ解除用工具を搭載する。 

不 具 合 件 数 0 件 事故の有無 なし 

発 見 の 動 機 社内調査による。 

自動車使用者及び自動車

特定整備事業者に周知さ

せるための措置 

・使用者：電話またはダイレクトメール等にて通知する。 

・弊社のインターネットホームページに掲載する。 

・自動車特定整備事業者：使用者の特定が可能なため機関誌には掲載しない。 

 

車 名 型 式 通称名  リコール対象車の車台番号 

     の範囲及び輸入期間 

リコール対象

車の台数 

備考 

BYD 不明 
K9D 

LC06S24S9E1000016～LC06S24S0E1000020 

平成 27年 2月 23日 ～ 平成 27年 2月 23日   
5 

 

 

C9R 
LC02S64T5J4000005～LC02S64T5J4000006 

令和元年 7月 18日 ～ 令和元年 7月 18日 
2 

 

K9RA 
LCO6S24S9H1000103～LC06S24S7K1000835  

平成 30年 11月 13日 ～ 令和 2年 4月 6日 
27 

 

K7RA 
LC06P24H7J1000001～LC06P24H7J1000003 

平成 30年 9月 11日 ～ 平成 30年 9月 11日 
3 

 

K6RA 
LC06J54JXK1000002 

令和 2年 1月 28日 
1 

 

J6 1.0 
LC06J54JXK1000002～LC06J54J4N4F00064 

令和 2年 5月 27日 ～ 令和 4年 11月 25日 
79 

 

問い合わせ先：BYDバスサービスコール 

0120－500－351    

 連絡先：物流・自動車局 審査・リコール課 リコール監理室 

 ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１ 内線４２３６１ 

 アドレス： https://www.mlit.go.jp 

製作国：中華人民共和国 

製作者名：比亜迪自動車工業株式会社 

https://www.mlit.go.jp/


J6 2.0 
LC06J34J3P4F00001～LC06J34J5R4F00200 

令和 5年 12月 5日 ～ 令和 6年 11月 21日 
107 

 

K8 1.0 
LC06S24N4L4F00013～LC06S24N3N4F00054 

令和 2年 11月 17日 ～ 令和 4年 11月 2日 
58 

 

K8 2.0 
LC06S24M1P4F00001～LC06S24M2R4F00107 

令和 5年 9月 22日 ～ 令和 6年 10月 26日 
126 

 

 
(計1型式） (計9車種) 

（輸入期間の全体の範囲） 

平成 27年 2月 23日～令和 6年 11月 21日 
(計408台) 

 

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれています。 

 



改 善 箇 所 説 明 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不具合の内容 

駐車ブレーキ解除用工具において、搭載指示が不適切なため、当該工具が搭載されていない。

そのため、故障等により駐車ブレーキが作動したままの状態となった際、解除することがで

きず、保安基準に適合しない。 

 

改善の内容 

全車両、駐車ブレーキ解除用工具を搭載する。 

 

注     は、搭載する部品を示す。 

 

識別：乗降扉近傍にあるコーションプレートに白色ペイントを塗布する。 

基準不適合発生箇所   

駐車ブレーキ解除用工具 
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